
これは単なる書面整備にとどまらず、印刷産業が社会から信頼

される商慣行を確立し、次の世代に健全な産業基盤を引き継ぐ

ための重要な礎となるものです。

さらに地域社会との連携強化も本年の大きなテーマです。印刷

会社は行政・教育機関・企業団体などあらゆる産業と接して

おり、地域経済のハブとして独自の強みを持っています。こうした

地域密着の特性を生かし、自治体や地域の課題解決支援を

行うローカルゼブラ企業を目指し多様な分野での協創の推進役

になるべきと考えております。

また、地球を考える環境対応はもはや避けて通れない課題です。

環境配慮認証制度の普及、CO² 排出量の算定、印刷工程

の省エネ化支援、企業の実務に直結する支援策をさらに拡充

していく所存です。同時にデジタルメディアには無い紙メディアの

価値を広く社会に発信することも推進して参ります。

2026年は印刷産業が「新たな成長の地固め」を進める一年

となることを目指し、変化の波にただ流されるのではなく、現場の

知見を尊重し、地域に寄り添い、技術革新を柔軟に取り入れ、

共に未来を切り開いて行く年としましょう。

本年が、印刷産業にとって新たな飛躍の年となるよう、引き続き

皆様のお力添えを賜りますようお願い申し上げますとともに、各組合

員のますますのご発展と皆様のご健勝を心より祈念し、年頭の

ご挨拶といたします。

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。平素より全日本印刷

工業組合連合会の各事業に対しご理解とご協力を賜り心より

感謝申し上げます。

　2026 年は地政学的な諸問題、貿易関税の問題やインフレ

経済移行への諸問題などを昨年から引継ぎスタートしました。

歴史を振り返りますと激動期を生きた孟子は物事を成し遂げる

には天の時、地の利、人の和が重要で、特に人の和が最も大切

と説いております。これは我 が々掲げるCSR 経営に通ずるものと

思われます。一方、天地人の言葉の中で本年のキーワードは

「地」であると私は考えております。地とは、地理・地勢を意味し

現場・地盤・地域・地球といった意味をも内包するものです。

我々印刷産業は「足もとを確かめ、産業を再構築する」ことを早

急に進めなくてはならないと感じています。AI など技術革新が

加速度的に進む一方、現場と地域に根差した新たな価値創出

こそが、印刷産業が未来へ歩みを進める上で不可欠であると

思います。

ところで、価値創出を実践するにはまず確かな地盤が必要

です。本年、まず重視して取り組むのは「取引適正化」と「知的

資産の保全」です。これまで印刷業界では価格転嫁や権利処理

が十分に行われず、企業の持続性を損ねるケースも散見され

ました。取適法が施行される中、その根本的課題に向き合うため

経済産業省の確認を得たうえで、業界として初となる統一的な

「基本取引契約書の雛型」を策定し、全国での普及を進めます。

　官公需の発注については、経済産業省も当事者となります。

国、地方自治体においても適切な価格転嫁が行われるよう、

経済産業省としても必要な対応にしっかり取り組んでまいります。

地方を中心に、価格が下げ止まらないという声が聞かれます。

この対策として、自治体における低入札価格調査制度や最低

制限価格制度の導入が重要となってきますが、これらは各自治体

において適切に予定価格が算出されて初めて機能します。過度

な競争により実勢価格と乖離した予定価格の積算がされない

よう、官公需に参加される事業者の皆様には、具体的な根拠に

基づいた積算を行っていただき、適正な価格形成がされるよう、

ご協力をお願いいたします。

物価上昇に負けない賃上げを起点として、国民の所得と経済

全体の生産性向上を図るという成長戦略、その要が価格転

嫁・取引適正化であり、サプライチェーンの隅 ま々で行き届くよう、

皆様にはぜひリーダーシップを発揮していただきたい点、改めて

お願いします。

最後になりましたが、皆様のご多幸と事業のますますの御発展

を心より祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせていただきます。

　令和８年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

全日本印刷工業組合連合会の皆様におかれましては、平素

より弊省の政策にご協力を賜りありがとうございます。

本年の経済政策の最重要課題の一つは、物価高に負けない

賃上げや、国内への成長投資が進む環境を作ることです。昨年

の高市総理の所信表明演説においても、「更なる取引適正化等

を通じ、賃上げと設備投資を強力に後押しします」との力強い

メッセージが示されました。

他方、昨年９月の価格交渉月間の調査では、印刷業の価格

交渉の実施状況の数字は、改善しているものの、他業種と比べ

て低くなっております。印刷業は、受注産業であり、サプライ

チェーンの頂点は、あらゆる分野の産業と言えます。経済産業省と

しては、今後とも業界の皆様と強く連携し、これまで以上に、価格

交渉しやすい環境の醸成に向けて取り組んでまいりたいと考えて

おります。

さて、制作年が明確な現存世界最古の印刷物とされるのは、

奈良時代の藤原仲麻呂の乱鎮定後に印刷された、「百万塔

陀羅尼」です。称徳天皇の発願により官営事業で作られた、

百万基ともされる小塔には、印刷により量産された「陀羅尼経」

が収められました。日本の印刷文化は、その曙において発注元

が「官」であったことは興味深く、文字・図像等情報の保存と

伝達を役目とする印刷産業の歴史は、官公需とともにあったと

言えます。
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